
講師：

祝迫 惠子 先生
同志社大学生命医科学部

医生命システム学科 教授

日時：
令和8年 1月15日（木） 16：00から

場所：
研究所6階 会議室

研究所アドバンスドセミナー
院内職員のどなたでも来聴歓迎です

問い合わせ：研究所 藤木 内線5402

概要：
肝疾患の原因には、肝炎ウイルス、アルコール、薬剤、自己免疫、代謝異常
など多岐にわたる因子が挙げられます。これらの種々の要因により肝臓を構成
する細胞が傷害を受け、肝炎から肝線維症へと進展します。肝臓は、軽度かつ
一過性の傷害であれば、その優れた再生能力により正常な構造と機能を回復
することが可能です。一方、傷害が慢性的に持続する場合には、肝線維化が進
行し、最終的には肝硬変、肝細胞癌、さらには肝不全へと病態が悪化します。
現在のところ、肝機能を人工的に完全代替する手段は実用化されておらず、重
篤な肝不全に対する根本的治療法は肝移植に限られています。しかしながら、
世界的なドナー不足は深刻な問題であり、異種移植が検討されているものの、
臨床応用には、なお多くの課題が残されています。加えて、肝移植後のほとん
どの症例において生涯にわたる免疫抑制療法が必要であり、副作用の面で課
題が残されています。
本セミナーでは、肝疾患の病態解明および新規治療法の開発を目指し、マウ
スモデルを用いた基礎研究の取り組みについてご紹介させていただきます。外
科診療の現場から基礎研究へと視点を移すことで得られた知見と、それに基づ
く今後の研究展望について、皆様と共有させていただきます。

講演タイトル：
「外科から基礎研究へ

― 肝線維化の研究について ―」
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